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第５５回  岡山県学校図書館研究大会（高梁･新見大会）ご案内（第二次） 
 

  第５５回岡山県学校図書館研究大会を下記により開催します。公務ご多用のこととは存じますが、 
多数ご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。 
 

記 
 
１ 期   日   令和５年８月１８日（金） 
 
２ 会   場   高梁総合文化会館  〒716-0043 高梁市原田北町 1212 TEL:0866-22-1040 

高梁市文化交流館  〒716-0043  高梁市原田北町 1203 TEL:0866-22-0180 
  
３ 主   催  岡山県学校図書館協議会 
 
４ 共   催  岡山県小学校教育研究会  岡山県中学校教育研究会 
        岡山県高等学校教育研究会  
        岡山教育事務所管内図書館協議会 備中地区高等学校図書館協議会 
 
５ 後   援  岡山県教育委員会      高梁市教育委員会 
        新見市教育委員会     岡山県市町村教育委員会連絡協議会 
        岡山県読書推進運動協議会 全国学校図書館協議会 
                           
 
６ 大会テーマ  「豊かな心と主体的に学びに向かう力を育てる学校図書館」 
 
７ 趣   旨 

８ 日   程  
 
9:30 10:00    10:40           12:10        13:00                             15:40 

受付 開会行事 講 演 昼食・移動 分科会 

  
 ＊分科会ごとに終了となります。 

新学習指導要領にも示されているように、生きて働く「知識・技能」、未知の状況にも対応できる「思考力・判断
力・表現力」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性」を３本柱に学校現場で育成すべき力
は多岐にわたっている。自己の感情や行動を統制する力や自らの思考の過程等を客観的に捉える力、多様性を尊重す
る態度と互いのよさを生かして協働する力など、多くの力を育成する必要がある。そのために、学校の「知の拠点」
である学校図書館が果たす役割は大きく、家庭・地域との連携、ＩＣＴの活用、司書教諭と学校司書の協働した学校
図書館運営の充実とともに、教科と連携した学校図書館の幅広い資料、情報、蔵書を活用した多様な学びが必要であ
る。また、国においては第 5次「学校図書館図書整備等 5か年計画」が策定され、新学習指導要領が求めている主体
的・対話的で深い学びの実践の場として、学校図書館が期待されている。 
これまで教育現場では、時代と共に求められる本が変化してきた。受け継がれていくべき本や、今必要とされてい

る本について更新や廃棄を正しく見極め、カリキュラムに沿って必要な本をそろえることが求められる。超スマート
社会に向けて、今後はデジタル資料も取り入れていく必要があり、同時にアナログ資料も有効活用できる環境を整え
ることも大切である。また、さまざまなメディアがある中で、メディアに対応した読む力（読み方のリテラシー）も
重要になってくる。 
このように時代は予測不能な速さで変化しているが、子ども達に有益な図書や学校図書館の存在が、幼児・児童・

生徒の心を育むこと、これからの時代に求められる主体的な学びを支えることに大きく貢献すること、すなわち子ど
も達が未来を切り拓き、生きる力を身につけていく上で重要な役割と位置を占めていることは、今までもこれからも
変わることはない。 
本大会では、こうした学校図書館がもつ役割や使命を再確認し、幼児・児童・生徒の豊かな感性や情操を育む学校

図書館の在り方、自ら課題を見つけ、主体的に探究し、学びを深めていく「主体的・対話的で深い学び」を支える学
校図書館の在り方等について，４つの分科会で発表される研究発表を通して研修を深め，学校図書館のさらなる充実
を目指していきたい。 
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10 参加費等  参加費無料 （弁当は各自でお願いします。） 
 
11 参加申込  高梁市立成羽小学校 髙野 松美 宛 

        〒 716-0111 高梁市成羽町下原 1086  

Tel(0866)43-2034  Fax(0866)42-4624 

               ＱＲコードを読み取って、６月２０日（火）までに申し込んでください 

12 分科会 

 ﾃｰﾏ 主    題 発 表 者 助 言 者 
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子どもの知的創造をひろげる学校図書館

を目指して  

～みんなで創る学校図書館～ 

子どもの知的創造をひろげる学校図書館

を目指して  

～図書館と連携した授業づくり～ 

岡山市立西小学校 

大田 真衣（教諭） 

岡山市立芳泉中学校 

大橋 昭子（副主査兼学校司書） 

岡山市立御南小学校 

久富明日香（教諭） 

石井希久代（教諭） 

高梁市教育委員会 

こども教育課 

係長 

平松 敬子 

 

 

 

 

 

 

 

 

およそ２００名 

児童の願いや思いをかなえる学校図書館 玉野市立後閑小学校 

郁田 真三（教諭） 

読書活動推進に向けての取組 笠岡市立笠岡西中学校 

笠原由利子（教諭） 

津山モデルを活用した学校図書館運営 

～美作支部の取組から～ 

津山工業高等学校 

竹内英里香（司書） 

 

 

 

分

科

会

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを本に近づける手立ての工夫 真庭市立北房小学校 

安田 京幸（教諭） 

新見市教育委員会 

学校教育課 

指導係 

主査 

津島 左知 

 

 

 

 

  およそ８００名 

読書の輪を広げるために 

～国語科・図書委員会の取組～ 

岡山市立御南中学校 

太田恵理子（教諭） 

わくわくする学校図書館をめざして 

～本に親しむ生徒の育成～ 

赤磐市立高陽中学校 

遠藤真理枝（教諭） 

吉次真由美（学校司書） 

確かな論理的思考力と豊かな情操を育む

読書指導 

～中高６学年を通した帯活動の実践～ 

清心女子高等学校 

太田菜津子（教諭） 

野崎 敦子（司書） 
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主体的な学びを生み出す授業をめざして 

～「知りたい」「読みたい」「伝えたい」

を引き出すために～ 

倉敷市立老松小学校 

松本 啓子（教諭） 

倉敷市教育委員会 

学校教育部 

指導課 

主任 

野口 泰紀 

 

 

   およそ９０名 

図書委員会と連携した読書推進活動 鏡野町立鏡野中学校 

山﨑亜紀子（教諭） 

妹脊多郁子（学校司書） 

生徒の主体的な活動による図書館利用の

推進 

津山高等学校 

立山千亜紀（教諭） 
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 心をつなぐ絵本 

～ＳＤＧｓとつながる絵本～ 

絵本研究部会 

山田 宏美 

新見市立中央図書館 

館長 

藤森 貴広 

 

 

およそ４８名 

図書館活動及び絵本の紹介 
高梁市図書館 

図書館司書（未定） 

図書館活動及び絵本の紹介 
新見市立中央図書館 

西村 康子（館長補佐兼係長） 

『ビブリオバトルが拓く読書とコミュニケーションの可能性』 

講師 益井 博史 先生 

プロフィール  
一般社団法人ビブリオバトル協会  
ビブリオバトル普及委員会理事 兼 関西・中国地区代表 
立命館大学情報理工学部創発システム研究室 客員研究員 
Bibliobattle of the Year 2016 大賞受賞 
単著『ソロモン諸島でビブリオバトル』（益井博史 著／子どもの未来社）  

ＱＲコード 

（未） 

 

 

当日はワークショ

ップも計画してい

ます。 

お気に入りの本を

持ってきてね 

 



 


